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論文要約 
序論 
 本論文は、15 世紀末から 16 世紀前半にかけてのイタリア美術における変容現象を、具体的な事例と同
時代の文献資料の分析を通じて実証的に分析することを目的とする。 
 15 世紀末から 16 世紀前半にかけて、イタリア絵画において大きな変化が生じた。15 世紀を通じて練
り上げられた絵画様式（幾何学的透視図法、三次元的立体感と自然に即した質感の描写、1 場面に 1 主題
を設定する「歴史画」（stories）の確立）が無視されるようになり、たとえば、自然再現からの離脱と人
工的技巧への傾斜、聖人たちと古代異教神たちの視覚的特質の共有、そして観者を驚かせる奇矯な作品構
造といった特質が顕在化した。 
 それらの現象は、これまでしばしば、マニエリスムという時代様式的概念とともに説明されてきた。し
かし、20 世紀前半以降の研究において、マニエリスムという概念の中にあまりにも多様な要素が詰め込
まれた結果、意味が膨張して拡散してしまい、実証性と具体性がなくなってしまった。 
 そのような研究史に対して、本論文では、15 世紀末から 16 世紀前半にかけての美術の変容過程を、具
体的な作品の分析を通じて、実証的に再構成する。 
 
第 1 章「15 世紀末から 16 世紀前半にかけての特異な視覚的経験」 
 この章では問題提起および第 2 章以降の作品分析のための歴史的文脈の確定を行う。具体的には、自
然再現からの離脱と人工的技巧への傾斜、聖人たちと古代異教神たちの視覚的特質の共有、そして観者を
驚かせる奇矯な作品構造の源泉と考えることのできる 3 つの視覚的経験を再構成する。 
 第 1 節においてマニエリスム論の限界を指摘したのち、第 2 節以降で具体的な考察を行う。第 2 節で
は、1470 年代後半のローマにおけるグロテスクの発見が、自然観察に根ざした合理的な描写とは対照的
な美術の道を美術家たちに提示する過程を主に文献的証言をもとにして再構成する。古代のホラティウ
スが「病人の見る夢」と呼んだグロテスクは、16 世紀のダニエレ・バルバロによって「絵画の夢」、すな
わち絵画的創造の新たな課題として定式化される。ドーニは、グロテスクを、自然の好敵手としての画家
という命題を完成させる魅力的な課題と見なす。ミケランジェロは、非合理的で幻想的なものの創造を美
術家の「判断力」の高さや質が試される競争の場と見なした。これらの証言は、16 世紀の美術家たちが
グロテスクを自然観察と自然再現からの離脱を促す契機として肯定的に理解したことを示している。 
 第 3 節では、聖人と古代神話の神々の間の視覚的互換性の発見という経験を分析し、再構成していく。
考察の出発点はパルマの画家パルミジャニーノ（1503-1540 年）である。パルミジャニーノが描く聖人た
ちの身体は、聖なる主題であるにも関わらず、身体が過剰に洗練されるとともに、きわめてエロティック
に強調される。特に、聖母マリアの胸や腹は薄く透き通るような軟らかい衣璧を押し上げ、乳首と乳房と
臍がほとんどむき出しとなる。 
 これらの特異な描写は、同時代のいくつかの事例において発見され、追求されていた聖俗間の視覚的互
換性の事件と捉えることができる。それらの例では、古代美術から得られた古代の神々のイメージが、聖
なる主題に適用される。パルミジャニーノの場合は、古代の「恥じらいのウェヌス」型の彫像から得られ
たエロティックな身体が聖母マリアに適用されたものと考えることができる。古代の異教神たちの像に
おける視覚的特質をキリスト教の聖人たちに与えるという試みは、ミケランジェロ、ヤコポ・サンソヴィ
ーノ、アーニョロ・ブロンツィʷノの実例にも見られるとともに、同時代のドイツの画家アルブレヒト・
デューラーの美術論でも称賛された、当時の新しい美術の傾向だった。さらに、聖俗の間で表現的特質を
互換的に用いていく手法は、ウェルギリウスの文体でキリストの降誕を書き換えたヤコポ・サンナザーロ
の『処女の出産について』、アンドレア・サンソヴィーノの彫像《聖母子と聖アンナ》およびラファエッ
ロの絵画《預言者イザヤ》を異教の神々と比較する詩によって讃えたコリュキウス（ヨハン・ゴリッツ）
の祝祭にも見られように、見られるように、16 世紀初頭の文化的運動という性格もあったことが分かる。
だが同時に、聖俗の境界線を突破する表現方法や思考形式は、宗教的観点からは危険なものであり、エラ
スムスのような同時代人からは鋭く批判されていた点も見逃すしてはならない。この対立関係には、美術
が宗教的なるものから分離する近代的な「芸術」の誕生の一瞬間が刻印されている。 
 第 4 節では、観者に驚異と謎を提示するという視覚的構造の源泉として、同時代の魔術的実践（本論
文では「魔術的なるもの」と定義する）に注目し、美術と魔術的実践の間の構造的同調性を分析する。レ
オナルド・ダ・ヴィンチはすでに美術と魔術の構造的同調性、特に観者の身体と心を支配する機能を鋭く
見抜いていた。レオナルド的な着想は、のちのチェッリーニのような美術家、アグリッパ・フォン・ネッ
テスハイムのような人文主義的魔術学者、司教ダ・ディアッチェートのような聖職者によって「悪魔とし
ての画家」というトポスとして定式化される。それらの例では、魔術的実践における観者の身体と心に強
い作用をもたらすという構造が、画家が観者に作品を提示する構造が同調的なものとして捉えられてい
る。さらに、ドーニは錬金術と素描の間に、カミッロは雄弁術のようにしばしば絵画と比較された技芸と
錬金術の間に平行関係を見いだしていた。美術と魔術的実践の構造的同調性は、第 3 章におけるパルミ
ジャニーノに関する考察の基盤となる。 
 
第 2 章「ピントリッキオのアパルタメント・ボルジア――古代との出会いと初期ルネサンスの変容」 
 この章では、グロテスクの発見を契機とするルネサンス美術の変容現象を、ピントリッキオによるアパ
ルタメント・ボルジア（1492-94 年）の成立に焦点を当てて分析する。「はじめに」で考察の背景を要約
したのち、第 1 節から第 2 節では、教皇アレクサンデル六世による注文背景を踏まえて、アパルタメン
ト・ボルジアの主な 3 つの視覚的特質（1：アパルタメントの主である教皇の存在が、多様なテクストと
イメージに変換され、おびただしいほど繰り返し現れている。2：広汎に用いられる厚い金箔、不透明の
濃い色彩、絵画場面内部でのストゥッコないし石膏を利用した物理的な盛り上げは、当時としてはきわめ
て異例である。3：アパルタメントの各部屋には、幾何学的透視図法（パースペクティヴ）とは異質な視
覚的効果をもつ要素が、多重的・多面的に凝縮されている）。 
 第 3 節から第 4 節では、同時代人たちがアパルタメント・ボルジアに向けた批判的眼差しに注目し、
この室内装飾が 15 世紀から 16 世紀にかけてのイタリア美術における特異な変容の瞬間であったことを
解明する。教皇ユリウス二世は、旧敵アレクサンデル六世を表象するおびただしいイメージと記号に耐え
かねた。他方、画家・建築家・著述家ジョルジョ・ヴァザーリは『美術家列伝』において、ピントリッキ
オの金箔および絵画場面内での物理的盛り上げ（パスティリア）を批判し、時代遅れとなった凡庸な画家
の虚仮威し的技法と見なした。確かに、金箔の大々的な使用とパスティリアは 15 世紀後半には衰退して
いた古い技法であった。しかし、パスティリアや金箔が、絵画の支持体と描写の間の関係性に関する問い
を観者に提示するという意味で、一種のトロンプルイユ効果を生んでいることを見逃すべきではない。 
 実際、第 5 節で見るように、ピントリッキオは絵画の支持体とその上に描かれるイメージとの間で生
まれる一種のズレを強調するトロンプルイユに強い関心を抱きながら絵画的創造に取り組んでいた。第 6
節から第 8 節では、ピントリッキオのトロンプルイユへの関心が、当時のローマにおける古代美術の実
例の発見と古代の文献から得られた知識に基づくものであることを分析する。ローマでのピントリッキ
オは、室内空間全体を多様な視覚的要素で構成された大きなトロンプルイユ装置に変え、グロテスクの構
成要素である怪物や事物を解体して天井全体に再構成した。アパルタメント・ボルジアにおけるパスティ
リアと金箔もまた、一種のトロンプルイユ的効果を狙ったものと考えることが可能である。 
 第 9 節から 10 節では、アパルタメント・ボルジアにおける多量の金箔の使用が、「黄金宮殿」を意味
するドムス・アウレアのイメージを再現するという意図でなされた可能性を考察した。アパルタメント・
ボルジアの主人である教皇アレクサンデル六世とピントリッキオは、皇帝ネロがかつて述べていた逆説
的な道徳論（悪徳としての富の蕩尽は、吝嗇と正反対の美徳であり、自覚的な浪費の誇示は、隠された富
への執着よりもはるかに優れた善行であるという観念）に基づき、アパルタメント・ボルジアをドムス・
アウレアに、教皇を皇帝ネロに見立てる表象モードを構想したと考えることが可能である。第 11 節では、
教皇を表象するさらにもう 2 つのモード、すなわち牡牛および古代のアレクサンドロス大王に見立てる
イメージについて分析する。第 12 節では、教皇を牡牛として表象するモードを構成する要素の中から、
特にエジプトの神オシリスの死と再生に関する神話を表した絵画場面（「聖人の間」天井）に注目して、
その源泉（シケリアのディオドロス、アンニ・ダ・ヴィテルボ）を明らかにする。 
 以上の考察により、アパルタメント・ボルジアは、15 世紀末におけるグロテスクをはじめとする古代
美術の再発見とその受容が、幾何学的透視図法に基づく合理的な三次元空間と自然観察に基づく再現的
描写から離れる契機となったことを示す例であることが明らかとなる。 
 
第 3 章「パルミジャニーノの絵画と「魔術的なるもの」の構造的同調性」 
 この章では、パルミジャニーノという個性的な画家に焦点を当てて、彼の作品と「魔術的なるもの」の
構造的な同調性を、暗号と肖像画と鏡という 3 つの要素から分析する。「はじめに」で先行研究や研究史
上の背景を確認したのち、第 1 節では、パルミジャニーノと魔術的実践（「魔術的なるもの」）の具体的な
結びつきを、同時代の証言および文献資料から推測される人間的関係から明らかにする。パルミジャニー
ノが絵画以上に熱中したと伝えられる錬金術は、第 1 章第 4 節で見たように、同時代において、素描や
雄弁術と平行関係に置かれていた。さらに、この画家とその一族、さらに画家のパトロンとなったバイア
ルディ家は、同郷パルマの人文主義者であり、魔術的実践に精通していたジョルジョ・アンセルミの一族
と強い結びつきを持っていた。さらに、パルミジャニーノのもう一人のパトロンであるフォンタネッラー
トのサンヴィターレ伯爵家は、同時代の魔術的実践に関わる人文主義者ルッシリアーノのパトロンでも
あった。 
 この確認ののち、第 3 節では、パルミジャニーノの作品《ジャン・ガレアッツォ・サンヴィターレの肖
像》（1524 年）を中心的な対象としてとりあげ、魔術的実践で用いられた暗号（秘文字）が絵画の中の本
質的要素として用いられる例を分析する。《ジャン・ガレアッツォ・サンヴィターレの肖像》では、カバ
ラ（ユダヤ神秘主義）における一種の暗号術である数秘術（神の名を表す 72 通りの方法）が、肖像画の
モデルが観者に向かって指し示すメダルとして提示されている。この作品で注目されるのは、レオナル
ド・ダ・ヴィンチの登場とともに生まれた新たな肖像画形式（モデルの身振りや眼差しや表情によって観
者の心身に強く作用して一種の「対話」を行う肖像画）と、魔術的実践が構造的に同調している点である。
パルミジャニーノの《ザカリアの聖母》、同時代のパルマで制作されたミケランジェロ・アンセルミに帰
属される祭壇画でも、魔術的実践における暗号によく似た記号列が、作品と観者を結びつけるための本質
的装置として組みこまれている。 
 第 4 節では、レオナルドとともに生まれた新しい肖像画形式そのものが魔術的実践におけるイメージ
魔術と同様の構造を持っていることを、主に同時代の詩人ピエトロ・ベンボおよび哲学者マルシリオ・フ
ィチーノによる肖像画をめぐる言説、裁判記録におけるイメージ魔術に関する記述の分析を通じて明ら
かにする。それらの事例では、肖像画で表されたモデルのイメージが静的な観賞の対象ではなく、身体感
覚を通じて観者と交流し、しばしば実際に接触しさえするモデルの分身であること、そして肖像画は魔術
的作用を有する一種の遠隔コミュニケーション装置として理解されている。 
 第 5 節では、肖像画と魔術的実践の構造的同調性をさらに探求するために、パルミジャニーノの《凸
面鏡の自画像》（1523 年頃）の構造を同時代の鏡魔術と比較して分析する。この作品では、凸面鏡の歪み
そのものを再現して自分の「天使のような」美貌と創造者としての手を観者の目の前に提示するという奇
矯な構造が見られる。この構造は、アグリッパのテクストに書かれた鏡魔術、中世の「動物説話集」に記
された母虎を欺く凸面鏡、さらにはこの自画像を一時期所有していた詩人アレティーノの喜劇『ラ・コル
ティジャーナ』における凹面鏡の魔術的効果に関する記述と本質的に一致している。 
 これらの考察を通じて明らかとなった絵画と魔術的実践の構造的同調性という観点は、「マニエリスム
のモーツァルト」（グスタフ・ルネ・ホッケ『迷宮としての世界』）と呼ばれたパルミジャニーノの全体像
を新たに捉えるための手がかりとして有効であり、同時に他の作家や事例においても試す価値のあるリ
トマス試験紙になる。 
 
第 4 章「フォンタネッラートのカメリーノにおける魔術的構造」 
 この章では、パルミジャニーノによるフォンタネッラートのカメリーノ（小部屋：1523-24 年頃）を分
析し、装飾空間と「魔術的なるもの」の構造的同調性を明らかにする。さらに、カメリーノは、月と鏡と
水面の反映機能という魔術的伝統に根ざした一種の体験型仮想空間であり、その中では子供の誕生を祝
福するとともに、可能性としての死をめぐる心と身体双方の経験が行われたと考えられる。 
 「はじめに」で考察の背景を確認したのち、第 1 節では、カメリーノの制作背景と視覚的特徴を分析す
る。平面図が約 3.50×4.36m、ヴォールト天井の最も高い部分が 3.90m というこの小さな室内空間は、
第 3 章第 2 節で考察した肖像画のモデルであるジャン・ガレアッツォ・サンヴィターレ伯爵とその妻パ
オラ・ゴンザーガによって注文されたと考えられる。 
 第 2 節では、カメリーノを観察し、主な視覚的要素を特定する。八角形の開口部を伴うパーゴラ構造、
パーゴラに実る豊かな自然の産物を収穫したり戯れたりする元気なプットたち、ルネッタに描かれたア
クタイオンの生と死をめぐる神話、女性のような姿の人物像を追いかける狩人たち、部屋を一周するフリ
ーズの銘文で示された運命の支配者としての女神ディアナへの祈り、天井に表された空に浮かぶ鏡（周囲
の銘文には「結末に注意せよ」という忠告がある）、そしてルネッタ接合部に置かれた蛇の髪の毛をとも
なう女性の仮面である。次節からは、これらの視覚的特質がいかなる源泉と機能を持っているかを分析す
る。 
 第 2 節から第 3 節では、カメリーノの制作年代を特定し、さらに制作背景を分析する。パルミジャニ
ーノ自身の他の作品（サン・ジョヴァンニ・エヴァンジェリスタ聖堂）との類似、カメリーノの視覚的構
造の源泉の 1 つと考えられるコレッジョのカメラ・ディ・サン・パオロ（1519 年完成）の歴史的文脈、
さらにパルミジャニーノ自身の地理的移動から、カメリーノは 1523 年から 1524 年前半に描かれたと考
えることができる。そして、これまで発見された文献資料の省察により、この装飾は、1523 年の伯爵夫
妻の間の男子誕生を契機として制作されたと推定される。この子供は、カメリーノの中では、南壁のプッ
ト（魔除けの赤珊瑚の飾り、イエスの受肉や人間愛の象徴として用いられたサクランボの実を持ってい
る）として表象されていると考えられる。カメリーノにおける多様な自然の実りと収穫のモティーフは、
1523 年の新たな生命の誕生、そして伯爵夫妻の間のさらなる幸福な関係を祝福するものと解釈される。 
 第 4 節では、カメリーノのための準備素描を検討し、カメリーノにおいては、サンヴィターレ伯爵夫
妻の存在と眼差しが構造的に組みこまれていることを明らかにする。伯爵は準備素描ではディアナの神
秘的水を浴びて鹿に変身したあげく猟犬に殺されるアクタイオンと一体化していたが、完成作では表さ
れたアクタイオンの運命を追体験する観者となった。夫人は、西壁に表された豊穣の麦穂と壺を携えて観
者のいる空間を微笑みながら見つめる女性像として表象された。カメリーノは、主体的な観者と考えられ
る伯爵夫妻と、表されたイメージが身体を通じて協働することが意図された体験型仮想空間であると考
えることができる。 
 第 5 節から第 6 節では、16 世紀後半から 18 世紀までの文献資料、アルベルティ『建築論』、チェッリ
ーニやロッソ・フィオレンティーノ、プリマティッチョによる視覚的作例の分析を手がかりにして、体験
型仮想空間としてのカメリーノの意味的文脈を考察する。その考察を通じて、「大きな泉」を意味するフ
ォンタネッラート、堀に囲まれたロッカ・サンヴィターレ、「小さな泉」（噴水＝浴場）として表象された
カメリーノという３つの「場」がここでは同心円的に同調していることが明らかとなる。同時に、天井に
表された青空の中心に置かれた鏡がカメリーノの構造と機能と意味の焦点であることも確認される。 
 第 7 節から第 8 節では、同時代の視覚的作例および文献の分析を通じて、カメリーノそのものが「小
さな泉」として表象されているという推論を証明する。カメリーノにおけるパーゴラ構造、水の表象、エ
ロティックな女性およびプットの裸体性は、同時代のローマにおいて人文主義的な枢機卿たちが開発し
ていた浴室のイコノグラフィー、フランチェスコ・コロンナの小説『ポリフィロの夢の中での愛の戦い』
（1499 年）における 8 角形の生命の噴水＝浴場、さらにコロンナの作品から影響されたと考えられるア
ンドレア・バイアルディ『フィロジーネ』（1507 年）における同様の噴水に関する記述と無視しがたい共
通点を有している。これらの源泉がカメリーノのイメージ構想において活用された可能性が考えられる。 
 第 9 節からは、カメリーノの天井に表された青空の中央に、あたかも太陽のように現れて下界を照ら
している鏡と銘文（「結末に注意せよ」）の源泉として、「愛の狩り」の文学的伝統（『薔薇物語』、ボッカ
ッチョ、コロンナ『ポリフィロの夢の中での愛の戦い』、さらにカメリーノ制作と同時期 1520 年に出版
された詩『愛の狩り』）における生と死を司る魔術的な噴水＝浴場を指摘する。この魔術的装置の水面は
鏡の機能を持ち、相対する観者の生と死を決定する。天井の鏡は噴水＝浴場としてのカメリーノが有する
魔術的な反映機能の象徴物であり、カメリーノの天井の鏡と銘文は、1523 年の男子誕生が、死の危険と
いうもう 1 つの運命を乗り越えた結果であることを伯爵夫妻に示す視覚的要素と考えることができる。 
 第 10 節では、「ディアナの鏡」（speculum Dianae）、すなわち古代イタリアの民アリキアが崇拝した円
形の湖とディアナ崇拝に関する記憶が究極的な源泉になった可能性を指摘する。アリキアのディアナ崇
拝では、子の出産を守る神としてのディアナの魔術的力が、鏡としての機能を持つ湖と月の構造的同調性
および両者の反映現象を通じて理解されていた。月と鏡と湖は一体化し、出産を司るディアナの魔力を表
象する装置として崇拝された。他方、カメリーノでは、噴水＝浴場として表象された室内空間、天井の鏡、
そしてルネッタに現れるディアナそのものが構造的に一体化する。「ディアナの鏡」の祝祭的儀式におい
て湖の水面と文字どおり合わせ鏡となった月が、カメリーノでは、天井に表された空の中心にある月に対
応する。そしてカメリーノの月としての鏡は、「結末に注意せよ」、すなわち出産まで警戒を怠ってはなら
ないことを告げている。 
 第 11 節では、この魔術的な月＝鏡＝噴水（浴場）が、ルネッタ接合部のゴルゴーンないしエリニュス
の仮面と表象媒体（カメリーノの中で絵画ではないもので表象されたのはこの 2 つだけである）対応関
係に置かれていることを指摘する。無機質な仮面は、カメリーノの中では絵画で表された生命の世界と対
置される死のモティーフであり、魔術的な月＝鏡＝噴水がもたらしうる死の運命として配置されている
と考えることができる。他方、観者としての伯爵夫妻は、月と鏡と水面がもたらす生命活性化作用を疑似
的に経験しながら、当時生まれた男子の誕生を喜ぶとともに、新たな出産のための性的結合のイメージと
戯れたと考えることができる。 
 以上の考察から、カメリーノが「魔術的なるもの」の作用を構造的に表象した体験型仮想空間であるこ
と、そしてルネサンスでは生と死をめぐる記念と瞑想は多くのキリスト教的モニュメントで行われたの
に対して、そうした機能を異教的で魔術的なモティーフで実現していることが明らかとなる。 
 
 
終章 
 本論文で明らかにした 15 世紀末から 16 世紀前半にかけての美術の変容過程は、マニエリスムという
概念を再検討するための注目すべき素材であるとともに、美術的創造の本性をめぐる省察のためにも重
要な事例である。各章で取りあげた美術家と作品とパトロンの関係は、いずれも、自然の合理的な再現と
いう規範から離れて、想像力と主観性に根ざしたもう 1 つの選択肢へと美術が変容する瞬間を示してい
る。これらの事例は、他の多様な時代と地域の美術的創造の本性を考察するためのリトマス試験紙的な尺
度として活用されうるものである。 
